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一宮市 ｉ－バス運行業務仕様書 

１．業務の名称 
一宮市ｉ－バス運行業務 
「一宮コース」、「尾西北コース」、「尾西南コース」、「木曽川・北方コース」

２．業務期間 
2026年10月１日（木）から2029年３月31日（土）まで 

３．運行方法
道路運送法第４条許可による一般乗合旅客自動車運送（一宮市地域公共交通会議で運
行事業者として承認されることが条件） 

４．運行概要
（１）運行日：毎日運行（12月29日～１月３日を除く）
（２）運行区間・停留所・時間：別紙運行コース図、時刻表参照 
（３）運 賃：別紙運賃・利用方法・乗車券参照（回数券・一日乗車券有り） 

現在運行中の名鉄バス㈱及びスイトトラベル㈱が発行済みの回数券を適
用すること。 

（４）運行距離／日：一宮コース（一宮駅→木曽川庁舎） 7.5km×１便 
（市民病院→一宮駅→木曽川庁舎）11.6 km×10便 
（木曽川庁舎→一宮駅→市民病院）12 km×11便 

尾西北コース 13 km×10便 
尾西南コース 25.8 km×７便 
木曽川・北方コース 32.5 km×５便 

（５）業務期間中に運行概要が変更になる場合がある。 

５．運行車両
コースごとの運行車両は一宮コース２台、その他のコース各１台とする。 
本市は、運行事業者に対し、「尾西南コース」、「木曽川・北方コース」の運行車両
として日野ポンチョ（2015年製造、乗車定員33人）の路線仕様車２台を無償貸与する。 
「一宮コース」、「尾西北コース」の運行車両３台は、事業者が手配すること。
車両は、現在「一宮コース」を運行中の車両と同程度の大きさ（乗務員を除く座席数
17以上、乗車定員35人以上、乗降車別扉）とする。ただし、「尾西北コース」は、「尾
西南コース」、「木曽川・北方コース」と同等以上の車両も可とする。
いずれも関係法令等の規定を満たすバリアフリー対応車両とし、その車両の詳細（製
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造年、車名、大きさ、乗車定員、座席数等）を企画提案書様式12（運行経費の見積書）
に記載するとともに、自動車検査証の写し及び車両の写真を添付すること。車両には、
ｉ－バスの系統番号、コース名、行き先等をよくわかるよう表示すること。 
貸与車両の内外部にイラストや広告を貼付することは、本市で決定する。 
運行事業者は、運行車両と同等の車両を確保し、あらかじめ本市の了承を得た上で、
予備車として常備するものとする。なお、予備車で運行する際においても、車両には、
ｉ－バスの系統番号、コース名、行き先等をよくわかるよう表示すること。 

６．業務内容 
（１）「４．運行概要」に定める業務を、「３．運行方法」に則り「５．運行車両」に
よって運行する。ただし、各種工事、イベント等に伴う一時的な運行変更に係る業
者との調整、利用者・地域住民等への周知等は、運行事業者で行う。運行に影響す
る事柄は、運行事業者から本市に報告すること。 

（２）自社内で乗り継ぎ設定された便は、乗り継ぎ対象便が５分程度の遅れが出た場合
は、到着便を待って乗り継ぎ対応した後、出発すること。その場合、営業所の担当
者が該当する便の運転手に連絡し調整すること。 

（３）交通事情等により概ね30分以上の運行の遅れが出た場合は、一時的に代車を運行
し、運行時間の定時制の確保に努めること。 

（４）停留所の占用申請は本市で行うが、停留所の設置・維持管理については、天候不
良時の防災対策等も含めて運行事業者が行うものとする。 

（５）運行事業者は、本市の指示に基づき行う各バス停における乗降調査及び収入金額
について、その結果を処理の上、本市指定の方法（データ）にて提出するものとす
る。 

（６）運行開始時及び運行期間中に運行概要を変更する際に必要な申請は、運行事業者
が行うものとする。また、その際に必要となる車内アナウンス、データ、停留所、
案内看板の作成・修正等は、運行事業者が行うものとする。ただし、車内アナウン
ス、データ、停留所、案内看板の作成・修正費、停留所設置に係る道路縁石の撤去
費にかかる経費は、本業務契約とは別に支払うものとする（運行事業者の変更に起
因するものを除く。）。 

（７）運行事業者は、企画提案書において提案した内容を遵守して業務を遂行すること。 

７．緊急時（事故発生等）の対応 
次の各号のいずれかに該当するときは、直ちに、一宮市まちづくり部地域交通課に連
絡するとともに、適切な処置をとること。 
（１）天災、交通事故、その他やむを得ない理由により、運行に支障が生じ、又は生じ
るおそれがあるとき。 
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（２）ｉ－バスの利用者が、交通事故等により生命及び身体を害したとき。 

８．運行経費
（１）運行経費には次の経費を含むものとする。 
①運行準備にかかる経費（初期及び変更時） 
ア．運行に必要な申請・登録等に関する経費 
イ．運行車両の登録にかかる経費 

②運行にかかる経費 
ア．人件費（運転手） 
イ．運行車両の燃料油脂費 
ウ．運行車両の修繕費・点検費 
エ．運行車両の減価償却費（塗装・架装費を含む） 
オ．運行車両の車検に伴う諸経費（自賠責保険料、重量税等を含む） 
カ．自動車税・自動車任意保険料 
キ．停留所・案内看板の維持管理 
ク．その他業務に必要な経費・消費税及び地方消費税 
※その他業務には、一般乗合旅客自動車運送事業に必要な業務、期間中の運行
に係る備品の確保・管理に係る業務、車内広告物の掲示作業、補助金の交付
を受けるための業務、本市への報告等運行に必要なすべての業務及び企画提
案書に提示した業務を含むものとする。 

（２）運行概要の変更があった場合の運行経費は、以下のとおりとする。 
①始発から終発までの時間が５％以上変更となる場合は、その時間の割合に応じて
人件費（運転手）の額を増減する。ただし、その時間増が運行事業者の都合によ
る場合は、変更しない。 
②大幅な変更等の場合は、対応を協議する。 

９．業務調査 
（１）本市は、本業務の処理状況について随時調査し、必要な報告を求め、監査するこ
とができるものとする。また、本業務の実施について、必要な指示をすることがで
きるものとする。 

１０．負担金（本市から運行事業者に支払う経費）の請求 
（１）負担金は、別に締結する契約書に従い、支払請求書を提出するものとする。 
（２）負担金の金額は、運行経費から収入（運賃収入、回数券・一日乗車券・おでかけ
バス手形販売収入、補助金等）を差し引いた金額とし、毎年四半期ごとに精算する
ものとする。ただし、同精算以外の方法を希望する場合は、別途協議するものとす
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る。 

１１．その他 
（１）運行事業者は、関係法令遵守の上、ｉ－バス運行業務を遂行すること。 
（２）業務期間中に発生した、ｉ－バス運行に伴う不慮の事故等に係る一切の責務は、
運行事業者が負うこと。 

（３）利用者からの運賃収受において、交通系 ICカードが全路線で利用できること。 
（４）バスロケーションシステムを備え、利用者がウェブ上で運行中の車輌位置の確認
ができること。 


